
研究レビュー

　2024年５月成立の改正食料・農業・農村基本法では、新たに農福連携が位置づけられ、「農福連携等推進
ビジョン」改訂版には、地域単位で農福連携を推進することや、障害者のみならず、高齢者、生活困窮者、
ひきこもり者等の社会参画支援、犯罪をしたもの等の立ち直り支援等にも対象を広げ、多様な人々が農業体
験等を通じて社会参画を図る「ユニバーサル農園」の普及・拡大がうたわれています。

す。館山（2023）によれば、農福連携で培われた
ノウハウは持続的な地域運営にも寄与するとの期待
があり、農村RMOとの一体的な運用の可能性も示
されています。

３．農福連携の取組効果の解明

　農福連携の広がりや支援事業の進展とともに、取
組効果を積極的に発信する動きも見られています。
農業経営への影響については、農業者を対象とした
アンケート調査や事例調査により、障害者の施設外
就労が農繁期の安定的な労働力になることや、その
波及的効果として、農業経営規模の拡大や生産物の
品質向上が把握されています（吉田，2019）。また、
障害者を雇用することにより職場内の情報共有や雰
囲気が改善するなど、ダイバーシティ経営の研究成
果（倉持，2025）と整合的な一面も見られています。
　これらの効果を上げるためのノウハウは独立行政
法人農業・食品産業技術総合研究機構農村工学研究
所（2008）の手引き等で示されているほか、作業
工程の調整や指導方法の工夫が必要であること（片
倉ら，2007）、GAP（農業生産工程管理）が、その
調整や工夫において有効であることも明らかにされ
ています（中本・澤野，2020；中本ら，2022）。先
進事例として知られる京丸園株式会社（静岡県浜松
市）では、福祉分野と連携して作業工程の整理・細
分化するとともにJGAP導入により農場管理におけ
る基準を明確化させ、農業分野における持続的な障
害者雇用を実現しています（鈴木，2023）。
　福祉的な効果については、園芸療法や園芸福祉の
分野で研究の蓄積があるほか、農福連携に携わる障
害者への影響として、知的障害者、精神障害者では
心理・身体的ストレス、集中力、自己肯定感、肥満
傾向、体力、睡眠、社会性などに改善が見られるこ
とも明らかになっています（豊田ら，2022）。また、
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１．はじめに

　農福連携は、農林水産省によれば「障害者等が農
業分野で活躍することを通じ、自信や生きがいを
持って社会参画を実現していく取組」と定義されて
います。農福連携という言葉は2010年ごろから使
われ始め（吉田ら，2020；濱田，2021）、2024年度
末時点で取組主体数は8,277と把握されています。
小柴・川手（2024）によれば、農福連携の展開過
程には「療法的な視点からの広がり」と「農業分野
での障害者等就労」の２つの潮流があり、2000年
代から関連する事例が取り上げられるようになって
います。

２．農福連携の取組実態の把握

　2000年代はじめの研究には取組の類型化（牛野
ら，2007；安中ら，2009）があり、その後、類型
ごとに複数の事例を比較検討した研究も蓄積されま
した。たとえば、社会福祉法人等の農業分野への進
出が地域農業の維持に貢献することを示した飯田ら
（2011）、特例子会社による農業分野への進出が農
村コミュニティの維持・再生に寄与することを示唆
した吉田ら（2014）、障害者就労施設における六次
化の取組が農業の高付加価値化につながる可能性を
示した小柴・吉田（2014）の研究があります。小
柴ら（2016）は取組の発展段階にも着目し、初期
段階における分野間の相互理解の重要性を明らかに
しています。先駆的な地域では農福連携を取り組む
主体が独自にネットワークを築きプラットフォーム
の基盤をつくっている実態や（小柴・吉田，2016）、
地域で生産される主要農産物や地理的条件に応じた
支援の必要性も示されています（石橋ら，2018）。
これらは農福連携を地域で推進するために必要な要
件を検討するうえで重要な研究成果となっていま
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農作業における作業負担度や危険度といったマイナ
ス面の影響についても把握されており、作業形態や
巧緻度等と併せて農作業を分析するツールが開発さ
れ（豊田ら，2016）、2019年度開始の「農福連携技
術支援者育成研修」の教材としても活用されていま
す。

４．おわりに

　本稿では障害者の取組を中心に整理しましたが、
農福連携の効果が発揮する範囲は広く、取組目的も
農業労働力の確保や就労機会の創出に限りません。
たとえば、認知症高齢者（宇良ら，2018）やリハ
ビリ病院に通院する人（岡本，2025）の生活が農
業（農場環境）に結びつくことで、様々な効用がも
たらされます（中本ら，2025）。今後、農福連携の
取組は、多様な分野が連携・協働し、地域のニーズ
に幅広く対応できる盤石な取組となっていくことが
期待されます。
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